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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回　次
第109期
第１四半期
連結累計期間

第110期
第１四半期
連結累計期間

第109期

会計期間

自　平成24年
４月１日

至　平成24年
６月30日

自　平成25年
４月１日

至　平成25年
６月30日

自　平成24年
４月１日

至　平成25年
３月31日

売上高 (百万円) 297,106 330,559 1,448,305

経常利益 (百万円) 3,022 5,536 44,690

四半期（当期）純利益 (百万円) 2,040 3,177 13,195

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △12,079 17,361 55,218

純資産額 (百万円) 350,380 428,535 414,650

総資産額 (百万円) 1,580,126 1,725,754 1,656,289

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 2.84 4.42 18.37

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 20.5 23.0 23.2

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２　売上高には消費税等は含まれていない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

い。

　

２【事業の内容】

　当社グループは、当社及び子会社87社、関連会社28社で構成され、その主な事業内容は、建設事業（国内建築事業、海

外建築事業、国内土木事業及び海外土木事業）及び不動産事業であり、さらに各々に付帯する事業を行っている。

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はない。また、主要な関係

会社に異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。また、前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）における当社グループの連結業績について

は、売上高は当社、子会社ともに建設事業売上高が増加したことなどにより、前年同四半期比11.3％増の約3,305億

円となった。利益の面では、当社において工事利益率の低下により完成工事総利益が減少したことなどから、営業利

益は前年同四半期比32.6％減の約19億円となった。一方、経常利益は為替差損益の改善などにより前年同四半期比

83.2％増の約55億円、四半期純利益は前年同四半期比55.8％増の約31億円となった。

　なお、当社グループの売上高の大部分を占める完成工事高は、その計上時期が第４四半期連結会計期間に偏る傾向

があり、第２四半期連結累計期間、特に第１四半期連結会計期間の計上額が相対的に少なくなる。一方、販売費及び

一般管理費は時期にかかわらず定常的に発生するため、第１四半期連結累計期間の業績は、売上高に対する販売費

及び一般管理費の負担が大きくなるという季節的要因の影響を受けることになる。

 

 　セグメント情報

　（国内建築事業）　　　　売上高は前年同四半期比約83億円（4.9％）増の約1,777億円、営業損益は前年同四半期比約

34億円減の約26億円の損失となった。

　（海外建築事業）　　　　売上高は前年同四半期比約87億円（21.8％）増の約490億円、営業利益は前年同四半期比約４

億円（77.6％）増の約10億円となった。

　（国内土木事業）　　　　売上高は前年同四半期比約149億円（26.7％）増の約710億円、営業利益は前年同四半期比約

９億円増の約４億円となった。

　（海外土木事業）　　　　売上高は前年同四半期比約51億円（67.8％）増の約128億円、営業損益は前年同四半期比約４

億円増の約0.6億円の損失となった。

　（不動産事業）　　　　　売上高は前年同四半期比約21億円（16.8％）減の約104億円、営業利益は前年同四半期比約６

億円（33.2％）増の約27億円となった。

　（その他）　　　　　　　売上高は前年同四半期比約17億円（15.5％）減の約94億円、営業利益は前年同四半期比約0.1億

円（3.6％）減の約４億円となった。

 

※ セグメント情報の詳細は、第４ 経理の状況 を参照

 　

（２）財政状態

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、「受取手形・完成工事未収入金等」や「土地」が増加したことなど

から、前連結会計年度末に比べて約694億円（4.2％）増の約１兆7,257億円となった。

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、「支払手形・工事未払金等」が減少したが、「コマーシャル・ペー

パー」が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べて約555億円（4.5％）増の約１兆2,972億円となり、有利

子負債残高は前連結会計年度末に比べて約738億円（19.0％）増の約4,620億円となった。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、投資有価証券の時価評価に伴い「その他有価証券評価差額金」が

増加したことなどから、前連結会計年度末に比べて約138億円（3.3％）増の約4,285億円となった。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は23.0％となり、前連結会計年度末より0.2ポイント低下

した。

　　　

（３）研究開発活動

　当社グループの当第１四半期連結累計期間における研究開発に要した費用の総額は、約19億円である。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

　①【株式の総数】

種　類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,224,335,000

計 1,224,335,000

　②【発行済株式】

種　類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成25年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成25年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内　容

普通株式 721,509,646 721,509,646

東京証券取引所

（市場第一部）

福岡証券取引所

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は1,000株であ

る。

計 721,509,646 721,509,646 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総数 資　本　金 資本準備金

摘　要増減数
(千株)

残　高
(千株)

増減額
(百万円)

残　高
(百万円)

増減額
(百万円)

残　高
(百万円)

平成25年４月１日～

　平成25年６月30日
－ 721,509 － 57,752 － 41,694－

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

 

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

　普通株式   3,288,000
― 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 　普通株式 715,269,000 715,269単元株式数1,000株

単元未満株式 　普通株式   2,952,646 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 　　　　　 721,509,646 ― ―

総株主の議決権 ― 715,269 ―

（注）　「完全議決権株式（その他）」には、株主名簿上は当社名義となっているが実質的に所有していない株式1,000

株（議決権１個）が含まれている。

 

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社大林組

東京都港区港南

２丁目15番２号
3,288,000― 3,288,000 0.46

計 ― 3,288,000― 3,288,000 0.46

（注）　このほか、株主名簿上は当社名義となっているが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）ある。

なお、当該株式数は、上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれている。
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２【役員の状況】

　該当事項なし。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 99,717 100,106

受取手形・完成工事未収入金等 531,196 547,814

有価証券 3,104 3,357

販売用不動産 20,546 19,163

未成工事支出金 47,970 68,246

不動産事業支出金 17,901 17,643

ＰＦＩ等たな卸資産 66,507 63,232

その他のたな卸資産 5,148 5,263

繰延税金資産 20,753 22,273

未収入金 66,411 56,120

その他 13,993 19,024

貸倒引当金 △312 △288

流動資産合計 892,940 921,959

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 94,727 99,625

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 10,353 10,518

土地 269,832 288,338

リース資産（純額） 351 308

建設仮勘定 1,224 4,642

有形固定資産合計 376,489 403,434

無形固定資産 5,407 5,332

投資その他の資産

投資有価証券 317,386 333,462

長期貸付金 4,335 4,294

繰延税金資産 3,881 2,468

その他 60,375 59,312

貸倒引当金 △4,539 △4,535

投資その他の資産合計 381,439 395,003

固定資産合計 763,336 803,770

繰延資産 13 25

資産合計 1,656,289 1,725,754
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 531,300 491,082

短期借入金 126,622 126,984

1年内返済予定のＰＦＩ等プロジェクトファ
イナンス・ローン ※2

 6,778
※2

 6,816

コマーシャル・ペーパー 5,000 74,000

1年内償還予定の社債 10,000 －

リース債務 127 105

未払法人税等 3,682 811

繰延税金負債 592 642

未成工事受入金 61,579 70,060

預り金 60,756 65,336

完成工事補償引当金 2,845 2,887

工事損失引当金 6,175 5,247

その他 68,816 72,836

流動負債合計 884,277 916,811

固定負債

社債 60,000 80,000

長期借入金 104,701 102,809

ＰＦＩ等プロジェクトファイナンス・ローン ※2
 75,066

※2
 71,406

リース債務 161 135

繰延税金負債 4,478 10,395

再評価に係る繰延税金負債 28,687 28,687

退職給付引当金 62,093 62,512

不動産事業等損失引当金 993 993

環境対策引当金 1,032 1,032

その他 20,147 22,435

固定負債合計 357,362 380,408

負債合計 1,241,639 1,297,219

純資産の部

株主資本

資本金 57,752 57,752

資本剰余金 41,750 41,750

利益剰余金 161,666 161,971

自己株式 △1,547 △1,553

株主資本合計 259,622 259,921

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 106,707 116,879

繰延ヘッジ損益 △108 △444

土地再評価差額金 21,382 21,382

為替換算調整勘定 △2,873 △935

その他の包括利益累計額合計 125,107 136,882

少数株主持分 29,919 31,731

純資産合計 414,650 428,535

負債純資産合計 1,656,289 1,725,754
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高

完成工事高 273,307 310,619

不動産事業等売上高 23,798 19,940

売上高合計 297,106 330,559

売上原価

完成工事原価 255,439 293,920

不動産事業等売上原価 18,883 14,525

売上原価合計 274,323 308,446

売上総利益

完成工事総利益 17,867 16,698

不動産事業等総利益 4,915 5,415

売上総利益合計 22,783 22,113

販売費及び一般管理費 19,859 20,143

営業利益 2,923 1,969

営業外収益

受取利息 639 659

受取配当金 1,952 2,258

為替差益 － 1,557

その他 172 156

営業外収益合計 2,764 4,631

営業外費用

支払利息 906 802

為替差損 1,525 －

その他 235 262

営業外費用合計 2,666 1,064

経常利益 3,022 5,536

特別利益 224 77

特別損失 594 136

税金等調整前四半期純利益 2,652 5,477

法人税、住民税及び事業税 1,212 1,280

法人税等調整額 △775 264

法人税等合計 437 1,545

少数株主損益調整前四半期純利益 2,215 3,931

少数株主利益 175 754

四半期純利益 2,040 3,177
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,215 3,931

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,707 10,175

繰延ヘッジ損益 △19 △335

為替換算調整勘定 1,408 3,552

持分法適用会社に対する持分相当額 23 38

その他の包括利益合計 △14,294 13,430

四半期包括利益 △12,079 17,361

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △14,093 14,952

少数株主に係る四半期包括利益 2,014 2,409
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

（１）保証債務

　下記の会社等の借入金について保証を行っている。

前連結会計年度

（平成25年３月31日）
　

当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

従業員住宅購入借入金 475百万円 　 従業員住宅購入借入金 452百万円

その他 548 　 その他 350

計 1,024 　 計 803

　なお、上記金額は他社分担保証額を除いた当社及び連結子会社の保証債務額を記載している。

　

（２）受取手形流動化の買戻し義務額

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
　
　

当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

　 567百万円 　 299百万円

　　

※２　「1年内返済予定のＰＦＩ等プロジェクトファイナンス・ローン」及び「ＰＦＩ等プロジェクトファイナン

ス・ローン」は、連結子会社でＰＦＩ事業又は不動産事業における特別目的会社が、当該ＰＦＩ事業又は不動

産事業を担保とするノンリコースローンとして金融機関等から調達した借入金である。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

　
　
　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 2,474百万円 　 2,587百万円

　

　

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 2,873 4

平成24年

３月31日

平成24年

６月29日
利益剰余金

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

決　議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 2,872 4

平成25年

３月31日

平成25年

６月28日
利益剰余金

　

EDINET提出書類

株式会社大林組(E00055)

四半期報告書

12/17



（セグメント情報）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他
（注１）

合　計国　内
建　築

海　外
建　築

国　内
土　木

海　外
土　木

不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 169,36040,25056,0527,64412,616285,92311,182297,106

セグメント間の

内部売上高又は振替高
10,534 5 2,760 － 482 13,7822,10515,888

セグメント売上高 179,89540,25558,8127,64413,098299,70613,288312,994

営業利益又は営業損失 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客売上高に対応する

営業利益又は営業損失（△）

（注２）

869 563 △489 △549 2,080 2,474 449 2,923

セグメント間の

内部営業利益又は振替高
△504 － △250 △0 △0 △756 △0 △756

セグメント利益又は損失(△) 364 563 △740 △549 2,079 1,718 449 2,167

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＰＦＩ事業、金融事業及びゴル

フ場事業等を含んでいる。

２　「外部顧客売上高に対応する営業利益又は営業損失」は、「セグメント利益又は損失」から「セグメント

間の内部営業利益又は振替高」を控除した金額であり、「外部顧客売上高に対応する営業利益又は営業損

失」の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他
（注１）

合　計国　内
建　築

海　外
建　築

国　内
土　木

海　外
土　木

不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 177,70349,04071,04512,82910,491321,1119,448330,559

セグメント間の

内部売上高又は振替高
11,493 6 3,736 － 460 15,6951,93117,627

セグメント売上高 189,19649,04674,78212,82910,952336,80711,379348,186

営業利益又は営業損失 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客売上高に対応する

営業利益又は営業損失（△）

（注２）

△2,6081,000 433 △61 2,771 1,536 433 1,969

セグメント間の

内部営業利益又は振替高
△124 － △210 △0 △0 △335 △64 △400

セグメント利益又は損失(△) △2,7331,000 223 △62 2,771 1,200 368 1,569

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＰＦＩ事業、金融事業及びゴル

フ場事業等を含んでいる。

２　「外部顧客売上高に対応する営業利益又は営業損失」は、「セグメント利益又は損失」から「セグメント

間の内部営業利益又は振替高」を控除した金額であり、「外部顧客売上高に対応する営業利益又は営業損

失」の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致している。
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２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　利益又は損失
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）　

報告セグメント計 1,718 1,200

「その他」の区分の利益 449 368

セグメント間取引消去 756 400

四半期連結損益計算書の営業利益 2,923 1,969

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　 　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 　 ２円84銭 ４円42銭

（算定上の基礎） 　 　 　

四半期純利益金額 (百万円) 2,040 3,177

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 2,040 3,177

普通株式の期中平均株式数 (千株) 718,255 718,215

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項なし。
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２【その他】

　該当事項なし。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２５年８月７日

株式会社 大 林 組

取 締 役 会 　御 中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　長　坂　　　　隆　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　諏　訪　部　　修　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　福　田　　  　悟　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大林組

の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２５年４月１日

から平成２５年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大林組及び連結子会社の平成２５年６月３０日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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